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国際ロータリー第 2620 地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2022 年 1 月 7 日（金）Ｎo.22 

 

例 会 第１４４１回 通常例会/小杉苑 

ソング：君が代、奉仕の理想 ソングリーダー：佐野博己君 

■ 会 長 挨 拶          竹田敏和君 

あけましておめでとうございます。皆さんはどの

ように年末年始をお過ごしでしたか。私の家では

年末 30 日より 3 男が帰省してきまして 3 日に帰

るまで１歳になる孫の世話で大変でした。 

元旦は、町内の小さな神社の広場でご来光を拝み

ました。 

2 日は箱根駅伝を見ながら家族の新年会 

3 日は朝から箱根駅伝にくぎ付け 

4 日は静学の敗戦にやけ酒 

5 日は妻のお母さんと日本平ホテルでランチ 

といった具合でお酒とお雑煮の正月でした。 

 昨年より心配していたオミクロン株が猛威を

振るい始めました。沖縄、山口、広島の 3 県がま

ん延防止等重点措置の適用を申請しました。１月

３日に 780 人、4 日に 1267 人、5 日に 2636 人、6

日には 4475 人と恐るべきスピードで拡大してい

ます。日本医師会の中川会長は、「全国的に第 6波

に突入したと考えている。特に今回は、新規感染

者の増加スピードが極めて高く、想定を超える爆

発的な感染拡大が起きれば、必然的に重症患者が

増加し、医療機関は対応しきれなくなる恐れがあ

る」と述べています。 

 静岡県でも 1 月 3 日に 3 人、4 日に 3 人、5 日

に 27 人、6 日に 33 人といった具合でまだ少ない

ものの増加傾向がみられます。本日は理事会があ

り、来週の藤枝クラブとの賀詞交換夜間例会の開

催について協議させていただきました。このタイ

ミングで夜間例会は如何なものかということで

いつもの 12 時 30 分よりセレモニーを行い、お弁

当を持ち帰っていただくように変更させていた

だきますのでお理解をいただきたいと思います。

今後の例会につきましてはコロナの感染拡大状

況で判断させていただきます。 

■ 理 事 会 報 告        望月 誠君 

① 「２月３月のプログラムについて」承認され

ました。 

オミクロン株の感染拡大により、例会プログ

ラムの変更が余儀なくされることをご了承の

程お願い致します。 

② 「藤枝南 RC 杯 U-10 サッカー大会について」

承認されました。 

  開会式、閉会式に出席される方は、奉仕デー

に配布したグリーンジャンパーの着用をお

願い致します。 

③ 「ロータリー奉仕デーについて」承認されま

した。 

④ 「年忘れ夜間例会決算報告について」承認さ

れました。 

⑤ 1 月 14 日（金）の合同新年賀詞交歓会の開催

時間・内容においての変更が承認されました。 

⑥ 12 月 24 日（金）に臨時理事会が開催され、

昨年末において玉木会員の退会が承認されま

した。 
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■ 出 席 報 告          村松章典君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

43／50 86％ 41／51 80.39％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○池ヶ谷君○江﨑君○川口君○桑原君 

○渡邊芳君 

佐野裕君 鈴木照君 

(１)メークアップ者 

阿井誠君（藤枝） 伊藤恒夫君（藤枝） 

渡邊博文君（藤枝） 
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欠席連絡は、前日までにお願いします 

 

■ スマイル B O X        村松章典君 

・あけましておめでとうございます。あと半年  

 よろしくお願い致します。   竹田敏和君 

・明けましておめでとう御座います。SDGｓの 

 実践で年賀状は出しませんでした。出して 

頂いた方ありがとう御座いました。 

髙杉光洋君 

・６月の妻の誕生日プレゼント 前取りであり 

がとうございます。手違いで１つ余分に買っ 

てしまいました。妻ですが大晦日に親指を４ 

針縫い そこから私は炊事洗濯の毎日です。

がんばります！         杉浦聡君 

・誕生祝いありがとう！     富澤静雄君 

・バースデープレゼントありがとうございます 

 もういくつになるのかわかりません。 

                渕脇一啓君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございます 

               漆畑雄一郎君 

・会員誕生日のプレゼントありがとうございま 

す。             中山恵喜君 

・結婚記念日思い出しました。あぶなかったで 

す。ありがとうございます。  大村和宏君 

スマイル累計額  ４９２，０００円 

 

■ 会 員 卓 話                  

鈴木寿幸君 

あらためま

して、新年あ

けましてお

めでとうご

ざいます。 

年があらた

まり、2022年、

令和4年1月、

年初の会員

卓話を担当させていただきます。鈴木 寿幸です。 

よろしくお願いいたします。 

クラブ運営、親睦委員長の中山さんから、1 月年

初の「卓話」を依頼され、返事は「ハイ！」とい

たしましたが、新年最初の卓話ということで、恐

縮しております。 

 卓話は、「自己紹介と環境」について話しなさい

ということなので、自己紹介をさせていただきま

す。 

私は、1958 年、昭和 33 年焼津市の城之腰という、

現在の焼津魚市場から100メートルほど陸に上が

った「浜通り」という船元と水産加工業を生業と

している地で生まれました。私で 7 代目となりま

す。 

 先代までは、材木業、船元、蔵元、水産業を生

業としておりましたので、屋号で呼ばれることが、

当たり前でした、「マルスのトシちゃん」、「安三

丸」、「山三」、「大村屋」、「マルハチのトシ坊」等 

どれも、私の中学時代までの呼び名でした。 

地元の焼津南小学校、焼津中学、静岡の工業高校

を卒業して社会人となりました。 

昭和 40～50 年代の焼津の水産業は、一般船員で

も「一航海で家が建つ」といわれるほどの好景気

でした。 船元、漁師、水産加工業、冷凍業、運

送業、魚屋、飲食店等、30 代での起業が当たり前

の時代だったと記憶しています。 

 縁があって、都市ガス会社に入社して、30 代で

の独立を考えておりましたが、1975 年代に入った

頃 昭和 50 年頃から電子計算機、パーソナルコ

ンピューターが一般企業にも導入され始め、技術

革新による産業構造の大きな変化を実体験しま

した。  

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

47 45 2 18 
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当時のガス会社のガス管の設計積算書は、熟練の

設計者が 3名で計算尺と電卓、そろばんを駆使し

て、何度も計算を行い、設計変更があれば、徹夜

で修正し、翌日係長が、そろばんで間違いがない

か、計算しなおしておりました。 電卓は、会社

に 1 台真空管式の「電気卓上計算機」が、専務の

机の左側に縦 40ｃｍ、横 30ｃｍと今の B４版ほど

の大きさで 80万円ほどで私の初任給の 10倍でし

た。 

昭和 50 年代の東海ガスの技術畑の責任者は、藤

枝南 RC の先輩である石川清さんでした。 

静岡大学の工学部を卒業してガスの製造技術、地

震に強い導管の採用等、都市ガス業界では、全国

的にも著名な技術者でした。 

その石川さんには、「瞬間湯沸かし器」のあだ名が

ありました。 

社員の不手際を指導する際、「怒るとすぐに真っ

赤になり」今では考えられませんが、間違えるの

は、「気がたるんでいる」「何で間違える、検算を

したのか」「明日朝までに訂正」が口癖でした。 

 年度末の 3 月だったと記憶しておりますが、当

時の石川専務から大井川の橋の中で最も下流に

位置する木造橋（太平橋）がコンクリート製の新

橋になる計画がある。 

吉田町の大井川右岸に AGC（当時は、東芝硝子）

という体温計をつくるガラス事業会社がある。 

大井川港の当社LPG受入基地から東芝硝子までの

全長 2.5Kｍ、にガス配管を新設する。 

東芝硝子単独投資額と吉田町へのガス供給を想

定し、大井川をわたる、全長 1Km のガス管の太さ

を算出せよ。 設計期間は、14 日間というもので

した。 

 当社の設計チームは、6 名、設計チームは、徹

夜で作業し、設計をすすめましたが、完成の前日

に問題が発生しました。 

東芝硝子に、工場の拡張計画案が追加されました。 

当時は、電卓で手計算が当たり前の時代でした。

設計変更に伴い、再計算には、最低 3 日間は必要

との判断でした。 

 この問題で窮地に立たされたのが、私達、社内

でパソコンを趣味にしている数名でした。 

石川専務の判断は、趣味でパソコン教室に通って

いる数名を設計チームに追加し、設計を完成させ

るが、パソコンで計算した数値なので正確性に欠

けるが、期日に間に合わせるとの判断だったよう

です。 

私たちには、（NEC PC800）パーソナルコンピュー

ターが 1 台支給されました。 

現在では、考えられませんが、コンピューターに

呪文のような式を入力し、自分たちで計算式を作

成し、自動計算、再計算を実施させ、答えを導き

出す程度の能力しかないコンピューターでした

が、当時の再計算機能は、間違えない、検算の必

要のない、夢の自動計算機でした。 

 社内からは、若手のコンピューターおたくの設

計数値など信用できないとの指摘がありました

が、東芝硝子側から、短期間での設計変更につい

て、謝意があり、東芝側でも東芝製の大型コンピ

ューターを使用した解析を実施していたことが

判明し、ほぼ、数値に差はないことが判明し、大

いに評価されました。 

 パーソナルコンピューターで自営業、独立を目

指しましたが、時代の流れについていけず、 

いまだに独立できず、東海ガスにお世話になって

おります。 

その後は、40 歳までは、工事監督、設備設計等の

技術者、40 歳以降は、営業担当として、ケーブル

テレビ事業、インターネットプロバイダー事業、

携帯電話、宅配水の新規事業、M&A 等を担当させ

ていただき、様々な個性ある経営者の方との出会

いが続いております。 

 次に「 環境 」についてですが、 都市ガス

会社に在籍しており、天然ガスを販売しておりま

すので「 欧州における脱炭素とエネルギー環

境 」についてお話しさせていただきます。 

 欧州では、再生可能エネルギーが拡大する一方、

石炭火力の閉鎖が進み、ガス火力依存度が上昇し

たことで、エネルギー危機に直面しております。 

 そんな状況下で巻き起こっているのが、原子力

をグリーンな技術と認めるか否かという論争で

す。 

 原子力が脱炭素電源であることは、言わずもが

なですが、EU 内で意見が割れているのは核廃棄物

の環境影響の評価です。この点を検証した EU の

科学的専門機関は、原子力が太陽光や風力発電に

比べて「健康や環境問題について悪影響が大きい

ことを示す指標はない」と結論付けました。 

 フランスを筆頭にフィンランドやポーランド、

ブルガリアなどの推進派 10 か国は、10 月中旬、

ガス価格の高騰を受け、脱炭素には原子力が不可

欠だとする声明を発表しました。 

「欧州は、14 か国で原子炉 126 基を運転し、世界

水準の信頼性と安全性を保障する能力を有し、 

廃棄物処理についても同様」と強調しました。 
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 対する反対派は、ドイツ、オーストリア、デン

マーク、ルクセンブルグ、スペインの 5 か国、 

反対派は、原子力災害発生時の危険性やコストを

評価していないこと、世界で最終処分場の実績が

ないとの立場をとっています。 

 議論の勝利を見越してか、フランスのマクロン

大統領は、10 月中旬、原子力産業への 10 億ユー

ロ（約 1300 億円）の投資と SMR（小型モジュール

炉）直径 2.7ｍ、高さ 19.8ｍの開発を進める方針

を公表しました。更に 11 月には数十年ぶりに国

内での大型原子炉建設を再開すると発表しまし

た。 

福島事故後 10 年の停滞が原子力産業に与えたイ

メージは甚大で、国民のコンセンサスを得られて

いない現状ですが、自分たちの都合でルールを簡

単に変更してしまう欧州の対応を日本も分析し、 

残された時間は、わずかでありますが、経産省、

岸田政権には、必要なエネルギー構成の指針を提

示し国内エネルギー、電力、ガス、風力、太陽光、

水素等の再構築が求められております。 

 つたない、環境卓話ではありますが、ご清聴い

ただき ありがとうございます。  

本年度もよろしくお願いいたします。 

 

 

渕脇一啓君 

私は、焼津市で

精神科病院を運

営する医療法人

と、障害者の支援

を行う社会福祉

法人を経営して

います。平成 11

年の病棟増築工

事から病院経営に携わり、平成 15 年に社会福祉

法人を設立し理事長に就任しました。その後平成

26 年に医療法人の理事長に就任し今に至ってい

ます。 

平成 10 年、12 月の暮れも押し迫ったころ、話

があるから来るようにと言われ、当時私は京都に

住んでいたのですが二十数年ぶりに焼津に帰っ

てきました。久しぶりに見た実家の病院はかなり

老朽化が進んでおり、私に建て替えをするように

という話でした。 

すでに全館建て替えの設計図が出来ていたの

ですが、調べてみるととても建築できるような財

務状況ではありませんでした。そこで、設計図を

白紙にして建築計画そのものを収益改善計画と

し、現状の病床数を変更することなく収益性の高

い病棟を整備することにしました。職員からは

「誰こいつ」という扱いでした。それでも診療報

酬点数表と施設基準の分厚い本を読み込み、事業

計画と資金計画を作成し、県と政府系金融機関か

ら承認を得ることが出来、着工にこぎ着けました。 

3 病棟のうち１病棟だけ、現状より看護職員が

少なくても診療点数が高い種別の病棟を新築し、

余剰となった看護職員を配置することで他の２

つの病棟もより診療点数の高い病棟にすること

ができました。さらに、新築の病棟内に作業療法

室を設置して精神科作業療法を開始し、既存の小

規模デイケアを移設により空いた元病棟に移し

大規模デイケアを開設しました。この事業計画に

より病床規模を変更することなく約５０％の増

益となりました。 

さて、環境と一口に言っても多岐にわたります

が、病院や施設における環境は大きく３つに分類

できます。一つ目は、地球温暖化対策の観点から

省エネや廃棄物処理等の問題です。二つ目は、医

療・福祉従事者の労働環境ですが、こちらは人員

配置が施設基準で定められており、医療法や労働

基準法に従って対応しています。医療と福祉の現

場は慢性的な人手不足なので働き方改革は難し

いかもしれません。三つ目は、精神障害者の医療

と福祉サービスの提供における地域環境の問題

です。 

平成１３年、病院の建築が終わったところに焼

津市から障害者の施設をやってほしいとの依頼

がありました。平成 15 年度に焼津市が整備する

福祉ゾーンに精神障害の作業所を作ってくれと

いうものでした。当時、志太榛原保健所（現 中

部保健所）管内には精神保健福祉法の法定施設が

１か所もありませんでした。しかし、私が必要と

感じていたのは在宅の精神障害者の居場所づく

りだったので、地域生活支援センターならやりま

す。と、お断りしました。１年後に再び各方面を

通して再び依頼され、私の望む種別の施設ではあ

りませんでしたが、国と県の補助金を取り付ける

ことが出来たので社会福祉法人高風会を設立し、

精神障害者通所授産施設暁を建設しました。現在

は障害者総合支援法のもと、就労移行支援・就労

継続支援 B 型・就労定着支援・特定相談支援・一

般相談支援のサービス事業を行っています。また、

平成 20 年には焼津心愛会（家族会）から引き継

いだ作業所を『漣』という就労継続支援 B 型事業
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所として整備しましたが、建物老朽化のため令和

２年に新築して現在は就労支援 B 型・生活訓練の

サービス事業所として運営しています。精神障害

者が地域での生活を継続するためには、これらの

支援環境を整えることが必要なのです。 

さて、精神疾患の中で最も多いのは統合失調症

ですが、その発症率は１％、100 人に 1 人、決し

て珍しい病気ではありません。うつ病や双極性障

害、発達障害や適応障害など症状も人それぞれで

すが、在宅で服薬治療を受けながら就労している

方も大勢います。しかし、不調をきたす時もあり

ます。そして、一時的な入院治療が必要になる時

もあります。入院治療には良い療養環境が必要で

す。 

令和元年、病院の増改築工事が完成し、療養環

境に配慮した完全固執のストレスケアゾーンを

備えた病棟など 120 床を整備しました。多床室は

すべて 4 床とし、心理的にも人との距離を保てる

ようにしました。 

私は、平成 31 年に『病院の環境問題』と題して

卓話をさせていただきました。 

その時の内容は、「増改築工事に合わせて平成

31 年 1 月から停電対応型ガスコージェネレーシ

ョン 25kW を稼働しました。平常時は発電した電

力を館内で消費し、排熱を給湯に利用することで

省エネ、CO2 削減に寄与しています。停電時には

館内の主要な照明、サーバー、コンセントなど重

要な負荷に電力を供給し、BCP 対策に寄与してい

ます。」というものでした。 

コージェネ導入後１年間での CO2 削減量は、

導入前の CO2 排出量で 37t-CO2/年、導入後の

CO2 排出量で 32t-CO2/年のため削減効果は 5t-

CO2/年、14％となります。これは杉 362 本分の

植林効果に相当します。導入から現在までの累計

実績では14.5t-CO2削減していますので、杉1035

本分の植林効果に相当します。 

今年度中には既存の病棟の照明を LED に替え

る予定ですが、CO2 削減量は約 7.67t-CO2/年杉

872 本分の植林効果に相当します。 

これからも入院患者さんの療養環境を改善し、地

域で暮らす精神障害者の為に福祉環境を整え、人

と地球環境にやさしい事業を心がけてまいりま

す。 

 

 

 

 

■ 今週の一言        渡邊博文君 

私は、最近の一推

しはサウナです。

今までは、90℃前

後の高温のサウ

ナでガマン比べ

でとても辛いサ

ウナでしたが、

75℃前後の低温

では、長い間ジワジワと汗をかき、瞑想しながら

楽しむことが出来ます。先日は、一時間ほどチャ

レンジしました。日頃、たくさん汗をかく機会が

ない生活ですので、とても、汗をたくさん出すこ

とで、気持ち良い時間を過ごすことが出来ます。

ストレス解消にも良いと思います。皆さん是非、

低温サウナをお試しください。 
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おめでとうございます！ 


